
• 身の回りのことができる
• 自分の限界を知っている
• 健康を保つ仕組みがわかる
• 時間管理
• 金銭管理
• 働ける/社会活動ができる
• 公的援助・公的支援を要請できる

QUALITY OF LIFE

BODILY FUNCTIONS

• 元気のよさ
• 調子のよさ
• 症状や痛みがない
• 睡眠の度合い
• よく食べている
• 性のあり方に満足している
• 身体の回復が速い
• 身体の軽やかさ

• 物事をはっきりと記憶できる
• 物事によく集中できる
• コミュニケーション力
• 気持ちが朗らかである
• 自分自身を受け入れられる
• 臨機応変に対処できる
• セルフコントロールができる

• 生活にいきがいがある
• 日々やる気や意欲を感じる
• 達成したい理想
• 自己肯定感
• 人生の満足感
• 感謝の念
• 生涯学習
• ありのままに生活を受け入れている

• 生活を楽しめる
• 幸福感
• しっくり感
• バランスのある生活
• 安心感
• 居心地がよい
• 住まいと同居者への満足
• 生活費のやりくりができている

• 他者とのつながり
• 親身にしてくれる人がいる
• 楽しみを共有できる仲間
• 必要なときに助けてくれる人がいる
• 居場所がある
• やりがいある活動・仕事
• 社会に対する関心
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6月30日、オランダ・ユトレヒトにて、第4回「ポジティヴヘルス実践者研修」が修了しました。
一般社団法人ポジティヴヘルスジャパンによると、今回までに約60名の修了生が誕生し、来年
には新たにトレーナー研修の開始が予定されています。
（一財）松本記念財団は、第1回から本プログラムの一部を助成し、その活動を支援しています。
研修の詳細については、一般社団法人ポジティヴヘルスジャパンのホームページをご覧くだ
さい。
　　      https://www.positivehealth-j.com/

ポジティヴヘルスでは、健康になるために必要なのは『本人主導の対話』だとされています。 その対
話を促すためのツールが「クモの巣」と呼ばれる６項目「身体の状態」「心の状態」「いきがい」「くらし
の質」「社会とのつながり」「日常機能」を示したものです。６項目に対して、自身の状態に１０段階で
点数を付けます。
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第四期ポジティヴヘルス研修の一コマ


